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明
治
期
の
宗
族
制
と
安
倍
氏
上
　
野
　
秀
　
治
は
じ
め
に
明治期の宗族制と安倍氏
棚
倉
阿
部
家
匁
説
の
調
査
に
当
た
・
て
・
近
代
峯
・
の
中
に
「
宗
族
条
約
」
及
び
こ
れ
に
関
連
し
た
「
宗
族
匡
救
条
例
」
「
族
中
予
備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
そ
く
金
契
約
書
」
な
ど
の
史
料
を
見
い
出
し
た
の
で
、
紹
介
を
か
ね
て
宗
族
制
に
つ
い
て
若
干
検
討
を
加
え
た
い
。
　
さ
て
宗
族
制
は
、
明
治
九
年
か
ら
同
一
七
年
ま
で
の
間
華
族
社
会
で
機
能
し
た
制
度
で
あ
っ
た
が
、
短
期
間
で
あ
っ
た
せ
い
か
、
一
般
に
は
十
分
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
後
も
、
華
族
の
間
で
は
一
族
の
結
束
を
は
か
る
た
め
に
引
続
き
存
続
し
た
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
分
も
あ
る
点
で
興
味
深
い
。
こ
の
宗
族
制
を
扱
っ
た
従
来
の
研
究
は
少
な
く
、
管
見
の
限
り
で
は
、
霞
会
館
編
『
華
族
会
館
史
』
（
昭
和
璽
年
）
°
霞
会
館
編
『
華
族
会
館
の
弧
鉾
（
昭
和
五
〇
年
）
°
霞
会
館
諸
家
資
料
調
査
委
員
会
編
『
華
族
制
度
資
料
等
昭
和
新
修
華
族
家
系
大
成
別
巻
1
7
ご
昭
和
六
〇
年
霞
会
館
刊
行
・
吉
川
弘
文
館
発
売
）
夫
久
保
利
謙
著
『
華
族
制
の
創
出
夫
久
保
利
謙
歴
史
著
作
　
（
5
）
集
三
』
（
平
成
五
年
吉
川
弘
文
館
刊
行
）
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
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右
の
研
究
に
よ
っ
て
、
宗
族
制
の
成
立
や
そ
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
用
の
実
態
、
宗
族
制
廃
止
後
の
各
宗
族
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
十
分
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
討
を
加
え
た
い
。
し
か
し
各
宗
族
内
で
の
規
程
や
運
阿
部
家
の
関
連
史
料
を
も
と
に
検
36
一
　
宗
族
制
概
説
　
宗
族
お
よ
び
宗
族
制
に
つ
い
て
、
前
掲
書
か
ら
大
久
保
利
謙
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
概
観
し
て
お
こ
う
。
　
明
治
二
年
六
月
の
版
籍
奉
還
に
よ
っ
て
、
公
家
と
大
名
は
「
華
族
」
と
い
う
族
称
を
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
旧
公
家
と
旧
大
名
が
統
合
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
公
家
は
古
代
か
ら
朝
廷
に
仕
え
て
い
た
古
い
歴
史
を
持
ち
、
大
名
は
大
部
分
が
戦
国
期
に
勃
興
し
た
武
士
で
、
江
戸
時
代
は
武
士
の
棟
梁
で
あ
っ
た
将
軍
に
仕
え
て
い
た
、
全
く
別
種
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
維
新
政
府
か
ら
は
、
家
禄
を
手
厚
く
支
給
さ
れ
、
国
民
一
般
と
は
違
っ
た
待
遇
を
受
け
た
。
そ
の
後
旧
大
名
は
東
京
移
住
を
命
ぜ
ら
れ
、
旧
公
家
も
公
務
に
就
い
た
者
を
は
じ
め
と
し
て
東
京
に
出
た
者
も
少
な
く
な
く
、
華
族
の
大
部
分
は
東
京
で
生
活
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
明
治
四
年
七
月
廃
藩
置
県
が
断
行
さ
れ
、
つ
い
で
同
年
一
〇
月
に
は
明
治
天
皇
よ
り
全
華
族
に
勅
諭
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
勅
諭
に
よ
っ
て
華
族
は
、
国
民
中
貴
重
の
地
位
に
あ
る
者
た
ち
と
規
定
さ
れ
、
さ
ら
に
列
国
と
肩
を
並
べ
る
た
め
に
は
国
民
が
一
致
勤
勉
の
力
を
尽
さ
ね
ば
な
ら
な
い
時
期
に
当
た
っ
て
、
国
民
に
率
先
し
て
こ
れ
を
実
行
す
る
よ
う
に
と
諭
さ
れ
て
い
る
。
旧
公
家
と
旧
大
名
を
華
族
と
い
う
族
称
で
統
合
し
た
も
の
の
、
華
族
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
国
家
に
尽
力
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
組
織
も
な
か
っ
た
た
め
、
華
族
の
一
致
を
促
進
さ
せ
る
よ
う
に
勅
諭
の
形
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
旧
公
家
・
大
名
が
一
体
化
し
て
同
族
と
な
り
、
さ
ら
に
全
華
族
の
結
集
団
体
で
あ
明治期の宗族制と安倍氏
る
華
族
会
館
が
明
治
七
年
六
月
に
創
立
さ
れ
た
。
　
さ
て
、
華
族
会
館
は
設
立
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
運
営
方
針
を
め
ぐ
っ
て
種
々
の
意
見
対
立
が
顕
然
化
し
た
た
め
、
同
九
年
三
月
宮
内
省
に
華
族
掛
を
置
い
て
、
同
省
が
華
族
を
管
轄
下
に
お
い
た
。
そ
し
て
こ
の
統
轄
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
、
同
年
五
月
部
長
局
を
華
族
会
館
に
設
置
さ
せ
て
い
る
。
全
華
族
を
六
部
に
分
け
、
総
括
と
し
て
督
部
長
と
副
督
部
長
を
置
き
、
そ
の
下
に
六
人
の
部
長
を
置
い
て
全
華
族
の
諸
願
や
伺
い
・
届
を
上
申
し
、
か
つ
宮
内
省
か
・
グ
の
通
達
を
周
知
さ
せ
る
た
め
の
機
関
と
し
た
。
督
部
長
に
は
岩
倉
具
視
が
就
任
し
た
が
、
こ
の
当
時
華
族
の
団
結
に
腐
心
し
て
い
た
の
は
岩
倉
で
、
部
長
局
設
置
も
彼
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
部
長
局
の
下
部
組
織
と
し
て
宗
族
制
を
創
設
し
た
。
こ
れ
ら
宮
内
省
の
管
理
下
に
華
族
を
置
い
た
の
は
、
家
禄
等
の
処
分
政
策
（
秩
禄
処
分
）
の
最
終
段
階
で
あ
る
金
禄
公
債
証
書
発
行
を
明
治
一
〇
年
に
控
え
た
時
期
に
あ
た
り
、
秩
禄
処
分
に
よ
っ
て
経
済
的
に
没
落
す
る
華
族
の
出
現
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
考
え
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
部
長
局
の
下
部
組
織
と
し
て
編
成
さ
れ
た
宗
族
制
と
は
、
全
華
族
を
、
祖
先
を
同
じ
く
す
る
グ
ル
；
プ
に
分
類
し
、
そ
の
グ
ル
…
プ
（
宗
族
）
ご
と
に
先
祖
を
祭
る
こ
と
で
結
束
を
固
め
よ
う
と
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宗
族
と
は
一
族
と
い
っ
た
意
味
で
、
各
宗
族
は
旧
公
家
・
大
名
の
別
な
く
編
成
さ
れ
た
。
こ
の
同
一
祖
先
ご
と
の
分
類
を
示
し
た
も
の
が
「
華
族
類
別
録
」
で
あ
る
。
「
華
族
類
別
録
」
は
、
仮
に
編
集
し
た
も
の
を
宮
内
卿
徳
大
寺
実
則
よ
り
九
年
八
月
二
六
日
に
下
付
さ
れ
、
そ
の
後
訂
正
を
経
て
、
＝
年
一
〇
月
に
公
刊
さ
れ
た
。
全
華
族
を
皇
別
（
第
一
類
か
ら
第
三
六
類
に
分
け
る
）
と
神
別
（
第
三
七
類
か
ら
第
七
〇
類
ま
で
に
分
け
る
）
、
そ
し
て
外
別
（
第
七
一
類
か
ら
第
七
六
類
に
分
け
る
）
に
三
分
す
る
。
皇
別
は
天
皇
の
子
孫
、
神
別
は
神
武
天
皇
以
前
の
神
代
の
時
期
に
神
々
か
ら
分
か
れ
た
家
、
外
別
は
外
国
か
ら
の
渡
来
人
（
帰
化
人
）
の
子
孫
を
指
す
。
こ
の
三
別
は
『
新
撰
姓
氏
録
』
の
皇
神
蕃
三
別
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　
宗
族
制
創
設
時
の
九
年
五
月
に
は
宗
族
条
約
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
同
類
（
同
一
宗
族
）
が
扶
助
し
あ
っ
て
皇
室
の
藩
屏
と
し
て
国
に
37
尽
す
と
と
も
に
華
族
会
館
に
従
事
す
る
こ
と
、
先
祖
の
祭
祀
に
会
同
し
、
ま
た
家
督
相
続
等
の
各
家
の
重
大
事
に
は
宗
族
で
協
議
す
る
な
ど
、
一
族
の
名
声
を
保
つ
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
。
こ
の
「
宗
族
条
約
」
は
、
各
宗
族
に
共
通
す
る
憲
法
的
な
意
味
を
持
ち
、
こ
れ
を
も
と
に
、
各
宗
族
で
そ
れ
ぞ
れ
に
条
約
が
制
定
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
華
族
制
度
資
料
集
』
所
収
の
第
三
三
類
（
元
第
三
二
類
）
村
上
源
氏
宗
族
条
約
（
岩
倉
具
視
も
こ
の
類
に
属
す
）
は
、
各
宗
族
共
通
の
宗
族
条
約
に
、
当
該
宗
族
が
連
名
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く
第
三
二
類
（
元
三
一
類
）
宇
多
源
氏
宗
族
条
約
は
、
明
治
一
二
年
四
月
制
定
の
も
の
で
あ
る
が
、
憲
法
的
な
宗
族
条
約
の
条
文
を
う
け
て
、
詳
細
な
規
程
を
設
け
て
い
る
。
　
宗
族
制
は
、
旧
公
家
．
大
名
の
区
別
な
く
、
一
族
の
結
束
を
強
め
、
相
互
扶
助
を
し
な
が
ら
皇
室
の
藩
屏
と
し
て
の
勤
め
を
果
た
さ
ん
と
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
た
が
、
部
長
局
は
明
治
一
五
年
＝
月
廃
止
さ
れ
、
か
わ
っ
て
宮
内
省
に
華
族
局
が
新
設
さ
れ
て
、
華
族
は
同
局
の
厳
重
な
監
督
下
に
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
同
一
七
年
七
月
に
華
族
令
が
制
定
さ
れ
、
華
族
に
五
爵
が
授
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
政
府
高
官
も
華
族
に
列
せ
ら
れ
て
爵
が
授
け
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
勲
功
華
族
が
出
現
す
る
。
こ
れ
ら
の
動
向
、
す
な
わ
ち
宮
内
省
に
よ
る
華
族
の
管
理
の
徹
底
、
勲
功
華
族
の
出
現
で
従
来
の
宗
族
の
類
別
と
は
別
個
の
新
華
族
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
族
制
の
存
在
意
義
が
薄
れ
た
た
め
、
一
七
年
一
二
月
に
宗
族
制
は
廃
止
さ
れ
た
。
し
か
し
な
お
、
太
祖
の
祭
祀
な
ど
を
通
じ
て
宗
族
の
結
束
は
存
続
し
た
場
合
が
あ
る
。
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二
　
安
倍
氏
宗
族
条
約
と
関
連
規
程
阿
部
家
文
書
に
は
「
宗
族
条
約
」
写
し
が
二
種
あ
る
。
一
本
は
「
宗
族
条
約
写
」
と
表
紙
に
記
さ
れ
た
仮
綴
で
、
罫
紙
を
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
（
文
書
番
号
二
二
二
）
。
も
う
一
本
は
華
族
会
館
用
箋
を
使
用
し
、
や
は
り
表
紙
に
「
宗
族
条
約
写
」
と
記
さ
れ
た
も
の
（
文
書
番
号
二
二
四
）
で
、
こ
れ
に
は
「
宗
族
匡
救
条
例
」
と
「
族
中
予
備
金
契
約
書
」
（
い
ず
れ
も
写
し
）
を
合
綴
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
宗
族
匡
救
条
例
」
の
料
紙
は
、
文
書
番
号
二
二
二
で
使
用
し
て
い
る
の
と
同
じ
罫
紙
で
、
「
族
中
予
備
金
契
約
書
」
の
方
は
、
「
阿
部
」
と
印
刷
さ
れ
た
罫
紙
を
使
っ
て
い
る
。
二
種
類
の
「
宗
族
条
約
」
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
の
で
、
三
種
合
綴
の
後
者
（
文
書
番
号
二
二
四
）
を
全
文
紹
介
し
、
前
者
（
文
書
番
号
二
二
二
）
の
差
異
は
、
別
本
と
し
て
注
記
し
た
。
（
表
紙
）
「
宗
族
条
約
写
」
　
　
　
宗
族
条
約
写
諭
旨
二
日
ク
、
同
姓
相
親
ミ
同
類
相
助
ケ
、
祖
先
ノ
余
烈
ヲ
墜
ス
勿
レ
ト
、
　
テ
家
慶
ヲ
保
存
セ
ン
て
ヲ
図
リ
、
相
与
二
議
定
ス
ル
条
約
左
二
序
列
ス
是
ヲ
以
テ
我
宗
族
弥
交
誼
ヲ
懇
篤
ニ
シ
、
協
同
連
結
以
明治期の宗族制と安倍氏
第第第第第
五四三ニー
条条条条条
宗
族
協
和
　
皇
室
ヲ
翼
戴
シ
、
華
族
会
館
二
従
事
シ
、
　
勅
諭
ヲ
永
遠
二
服
麿
ス
ル
ヘ
シ
家
道
ヲ
整
へ
履
行
ヲ
正
ク
シ
、
学
術
ヲ
研
精
シ
、
以
テ
永
ク
名
声
ヲ
保
ツ
ヘ
シ
家
督
・
隠
居
・
結
婚
・
離
縁
・
養
子
・
廃
嫡
等
一
家
ノ
重
事
ハ
、
必
ス
宗
族
協
議
ヲ
遂
ケ
挙
行
ス
ヘ
シ
大
祖
ノ
祭
祀
毎
春
宗
族
必
ス
集
会
シ
、
順
番
ヲ
以
テ
会
主
ヲ
立
テ
、
事
ヲ
幹
セ
シ
ム
ヘ
シ
家
督
継
承
順
序
ハ
、
甲
乙
両
統
更
立
ス
ル
ノ
慣
習
ア
ル
者
ハ
、
自
今
務
メ
テ
其
弊
ヲ
去
ル
ニ
着
意
シ
、
実
子
ナ
ク
養
子
セ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
、
之
ヲ
宗
族
二
協
議
シ
テ
施
行
ス
ヘ
シ
39
第
六
条
第
七
条
第
八
条
第
九
条
第
十
条
第
十
一
条
戸
主
未
丁
年
後
見
人
病
疾
不
能
力
者
ニ
ハ
、
宗
族
協
議
シ
テ
後
見
人
ノ
監
察
ヲ
置
て
ア
ル
ヘ
シ
名
誉
ヲ
殿
損
シ
、
或
ハ
家
事
不
整
ヲ
見
聞
ス
ル
序
ハ
、
宗
族
協
議
匡
救
扶
持
ス
ヘ
シ
居
常
節
倹
ヲ
守
リ
、
已
ム
ヲ
得
サ
ル
事
故
ア
リ
テ
歳
入
ノ
半
二
喩
ユ
ル
金
額
ヲ
借
用
シ
、
或
ハ
他
家
負
債
ノ
証
人
タ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
本
に
は
こ
の
但
し
書
き
あ
り
）
ン
ト
ス
ル
序
ハ
、
必
ス
宗
族
ノ
協
議
ヲ
経
テ
挙
行
ス
ヘ
シ
、
　
「
但
シ
所
有
物
ノ
貸
借
之
二
同
シ
」
宗
族
中
長
ヲ
置
キ
、
条
約
ヲ
執
行
シ
、
或
ハ
幹
事
ヲ
選
ミ
事
務
ヲ
賛
理
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
（
別
本
は
「
へ
」
と
す
る
）
毎
月
二
回
宗
族
必
ス
集
会
シ
、
百
事
和
譜
懇
親
ヲ
尽
ス
ベ
キ
事
此
条
約
ヲ
改
定
セ
ン
ト
ス
ル
序
ハ
、
再
議
シ
テ
之
ヲ
修
正
シ
、
若
ク
ハ
附
録
ヲ
作
リ
変
通
ス
ヘ
シ
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明
治
十
年
　
月
位
　
氏
　
名
　
印
（
別
本
は
「
七
家
連
署
」
と
す
る
）
連
　
署
　
（
内
題
）
「
宗
族
匡
救
条
例
」
　
　
　
宗
族
匡
救
条
例
閾
族
互
二
匡
救
シ
、
各
其
家
声
ヲ
墜
サ
・
ラ
シ
ム
ル
ニ
注
意
シ
、
ン
為
二
左
ノ
数
款
ヲ
設
ク
　
第
一
款
　
　
天
災
償
シ
破
産
ス
ル
モ
ノ
有
ル
序
ハ
其
原
由
ヲ
詳
ニ
シ
、
之
ヲ
処
分
セ
明治期の宗族制と安倍氏
第
一
条
　
天
変
地
妖
・
延
焼
・
死
亡
連
続
等
ニ
テ
、
一
家
維
持
シ
難
キ
モ
ノ
ハ
一
族
協
議
シ
、
事
情
二
因
リ
賑
位
ス
可
シ
第
二
条
償
シ
前
条
ノ
災
二
罹
リ
、
一
家
ヲ
保
チ
難
キ
モ
ノ
ハ
、
一
族
協
議
シ
、
各
其
分
二
応
シ
資
金
ヲ
一
時
仮
貸
シ
、
或
ハ
救
与
　
　
　
　
ス
ル
コ
ア
ル
可
シ
　
第
二
款
　
　
人
災
第
一
条
盗
難
．
欺
騙
二
逢
フ
モ
ノ
ハ
、
「
族
其
請
二
応
シ
、
臨
時
救
助
ス
ヘ
シ
ト
雛
托
、
本
人
家
産
ノ
多
寡
二
因
リ
処
分
ス
可
シ
第
二
条
　
卒
爾
不
慮
ノ
災
厄
二
遭
ヒ
、
畳
ヒ
疵
傷
セ
シ
モ
ノ
ハ
、
一
族
注
意
シ
奔
走
裁
力
相
扶
治
シ
、
或
ハ
其
家
力
ト
事
情
ト
ヲ
斜
　
　
　
　
酌
シ
、
其
資
ヲ
助
ル
て
ア
ル
可
シ
　
第
三
款
　
　
自
災
第
一
条
自
ラ
失
火
シ
、
或
ハ
宗
族
ノ
協
議
ヲ
経
由
シ
、
商
法
二
失
錯
シ
、
他
ノ
負
債
ヲ
保
証
シ
、
為
メ
ニ
窮
迫
ヲ
致
ス
モ
ノ
ハ
、
　
　
　
　
其
情
実
ヲ
酌
量
シ
、
適
宜
救
助
ノ
方
法
ヲ
処
断
ス
可
シ
第
二
条
　
宗
族
結
約
ヲ
背
戻
シ
、
既
二
刑
律
二
係
ル
モ
ノ
ハ
、
其
人
ヲ
助
ケ
ス
ト
錐
托
、
其
家
ヲ
保
翼
ス
可
シ
　
第
四
款
　
　
隔
地
宗
族
処
分
　
西
京
其
他
散
在
一
族
救
助
ノ
小
件
ハ
、
該
地
一
族
限
リ
之
ヲ
処
断
シ
、
其
漸
大
ナ
ル
モ
ノ
ハ
該
地
一
族
之
ヲ
保
証
シ
、
当
府
｝
族
　
ノ
救
憧
ヲ
請
フ
可
シ
　
　
附
録
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延
焼
・
洪
水
等
ハ
、
勉
メ
テ
一
族
来
集
シ
、
　
吉
凶
禍
福
相
慶
弔
ス
　
　
族
中
予
備
金
契
約
書
第
一
条
一、
@
族
長
職
掌
則
例
第
十
一
則
二
照
準
シ
、
　
　
　
株
数
九
百
九
拾
七
株
　
　
金
弐
百
六
拾
壱
円
五
拾
四
銭
二
厘
　
　
　
同
三
百
拾
五
株
　
　
金
八
拾
弐
円
六
拾
三
銭
四
厘
　
　
　
同
百
七
拾
八
株
　
　
　
　
　
　
（
六
拾
脱
力
）
　
　
金
四
拾
六
円
九
銭
五
厘
　
　
　
同
百
四
拾
四
株
　
　
金
三
拾
七
円
七
拾
七
銭
五
厘
　
　
　
同
九
拾
九
株
　
　
金
弐
拾
五
円
九
拾
七
銭
壱
厘
　
　
　
同
九
拾
六
株
　
　
金
弐
拾
五
円
拾
八
銭
四
厘
或
ハ
人
ヲ
馳
セ
救
助
ス
可
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
百
脱
）
族
中
予
備
ト
シ
テ
金
五
円
ヲ
各
家
株
数
ノ
多
寡
二
応
シ
醸
出
ス
ル
如
左
阿
部
正
桓
安
藤
直
行
秋
田
映
季
阿
部
正
功
安
藤
信
守
阿
部
正
恒
42
明治期の宗族制と安倍氏
　
　
　
同
七
拾
七
株
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
御
門
晴
栄
　
　
金
弐
拾
円
拾
九
銭
九
厘
第
二
条
一、
E
醸
集
ノ
金
ハ
、
以
テ
秩
禄
公
債
証
書
ヲ
購
求
ス
ヘ
シ
　
（
マ
マ
）
第
二
条
一、
E
公
債
証
書
ヨ
リ
生
ス
ル
利
子
ノ
内
幾
分
ヲ
以
テ
族
長
ノ
事
務
費
二
充
テ
、
残
金
ハ
以
テ
益
々
公
債
証
書
ヲ
購
ヒ
、
其
資
本
ヲ
　
　
増
殖
シ
以
テ
族
中
災
厄
扶
持
ノ
費
用
二
備
フ
ヘ
シ
第
四
条
一、
E
宗
族
長
事
務
費
ナ
ル
モ
ノ
大
約
如
左
　
一
、
部
長
局
ヨ
リ
ノ
諸
伝
達
二
用
ユ
ル
郵
便
税
並
罫
紙
類
並
筆
墨
費
　
一
、
遠
祖
祭
典
費
　
一
、
集
会
議
事
ノ
節
飲
食
費
第
五
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
得
一、
沛
�
焜
宙
ﾈ
テ
購
求
ス
ル
公
債
証
書
ハ
、
族
中
ノ
共
有
物
タ
ル
ハ
固
ヨ
リ
論
ナ
シ
ト
錐
托
、
券
面
上
ノ
所
有
主
ハ
一
名
タ
ラ
サ
　
　
ル
ヲ
得
ス
、
因
テ
族
中
醸
金
ノ
多
キ
者
ヲ
以
テ
券
面
上
ノ
所
有
主
ト
ナ
シ
、
族
中
他
ノ
一
人
ヲ
撰
シ
、
此
公
債
証
書
ノ
監
護
ノ
　
　
任
ト
ナ
ス
第
六
条
一、
�
ﾂ
証
書
購
求
ハ
族
長
・
幹
事
之
ヲ
担
任
シ
、
其
時
価
等
一
応
族
中
へ
商
議
ヲ
遂
ケ
、
然
後
之
ヲ
購
求
ス
ヘ
シ
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第
七
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
預
力
）
一、
鴻
e
予
備
金
ノ
通
貨
ハ
族
長
・
幹
事
ノ
内
ニ
テ
之
ヲ
予
カ
リ
、
　
　
細
書
ヲ
作
リ
族
中
へ
示
ス
可
シ
右
合
七
条
結
約
連
印
候
也
前
条
予
定
ノ
諸
費
二
支
消
シ
、
毎
年
六
月
・
十
二
月
両
度
二
明
明
治
十
一
年
　
月
　
日
族
長
　
阿
部
正
桓
　
○
幹
事
　
秋
田
映
季
　
（
マ
マ
）
　
　
　
阿
部
正
恒
　
○
　
　
　
土
御
門
晴
栄
○
　
　
　
阿
部
正
功
　
○
　
　
　
安
藤
直
行
　
○
　
　
　
安
藤
信
守
　
○
　
ま
ず
最
初
の
安
倍
氏
の
「
宗
族
条
約
」
で
あ
る
が
、
『
華
族
制
度
資
料
集
』
所
収
の
「
岩
倉
具
視
関
係
文
書
」
（
内
閣
文
庫
所
蔵
）
に
含
ま
れ
る
宗
族
条
約
（
以
下
「
岩
倉
本
」
と
略
す
が
、
こ
れ
は
各
宗
族
に
対
す
る
憲
法
的
な
条
文
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
村
上
源
氏
の
宗
族
条
約
も
岩
倉
本
と
同
文
で
あ
る
）
と
比
較
す
る
と
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
相
違
部
分
は
、
第
四
条
大
祖
の
祭
祀
の
集
会
に
つ
い
て
は
、
阿
部
本
は
「
毎
春
」
と
す
る
の
に
対
し
、
岩
倉
本
は
「
春
秋
二
回
」
と
あ
り
、
安
倍
氏
一
族
は
年
一
回
に
減
ら
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
第
五
条
の
養
子
を
と
る
場
合
に
つ
い
て
、
阿
部
本
は
「
宗
族
に
協
議
」
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
岩
倉
本
は
養
子
明治期の宗族制と安倍氏
を
と
る
際
は
「
宗
族
又
は
血
縁
に
求
め
よ
」
と
し
て
い
る
。
岩
倉
本
で
は
養
子
は
一
族
・
血
縁
か
ら
と
限
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、
安
倍
氏
は
特
に
一
族
等
か
ら
求
め
る
必
要
は
な
く
、
宗
族
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
　
さ
て
第
六
条
も
文
言
が
相
違
し
て
い
る
が
、
岩
倉
本
で
は
コ
戸
主
が
成
年
に
達
し
て
い
な
が
ら
長
い
間
治
癒
し
な
い
病
気
を
煩
っ
て
い
る
と
か
不
能
力
者
な
ら
、
宗
族
が
協
議
し
て
相
談
人
を
定
め
よ
」
と
あ
る
。
一
方
阿
部
本
は
、
文
意
が
若
干
不
明
確
で
あ
る
が
、
　
コ
　
主
が
未
成
年
で
後
見
人
を
置
い
た
も
の
の
、
そ
の
後
見
人
が
長
病
や
不
能
力
者
で
あ
る
な
ら
、
宗
族
協
議
し
て
後
見
人
の
監
察
者
を
置
く
こ
と
が
あ
る
」
と
考
え
る
か
、
あ
る
い
は
「
戸
主
が
未
成
年
な
ら
後
見
人
を
、
成
年
の
戸
主
が
長
病
や
不
能
力
者
な
ら
宗
族
で
協
議
し
て
、
こ
れ
も
ま
た
後
見
人
を
置
け
」
と
考
え
る
か
、
二
通
り
に
解
釈
で
き
よ
う
。
微
妙
な
違
い
が
あ
る
。
そ
し
て
第
一
〇
条
で
あ
る
が
、
岩
倉
本
で
は
「
先
祖
伝
来
の
什
器
を
保
存
」
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
阿
部
本
は
「
宗
族
が
毎
月
二
回
集
会
し
、
万
事
仲
良
く
す
る
こ
と
」
と
記
し
て
、
宗
族
の
月
二
回
の
懇
親
会
の
開
催
を
決
め
て
い
る
だ
け
で
、
什
器
保
存
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
最
後
に
岩
倉
本
の
制
定
年
を
明
治
九
年
と
す
る
一
方
、
阿
部
本
は
翌
一
〇
年
と
し
て
い
る
。
　
以
上
「
宗
族
条
約
」
は
、
岩
倉
本
が
憲
法
的
役
割
を
果
た
す
の
で
、
各
宗
族
で
は
順
次
同
趣
旨
で
規
定
し
て
い
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
安
倍
氏
は
明
治
｝
○
年
に
制
定
し
た
。
宗
族
条
約
は
、
諭
旨
を
忘
れ
ず
、
宗
族
が
協
和
し
て
皇
室
の
藩
屏
と
な
り
、
華
族
会
館
に
従
事
し
、
各
家
の
名
声
を
永
く
保
つ
よ
う
に
謳
っ
て
お
り
、
そ
の
上
太
祖
の
祭
祀
に
集
会
し
、
各
家
の
相
続
に
か
か
わ
る
よ
う
な
事
柄
や
、
負
債
な
ど
に
つ
い
て
は
宗
族
が
協
議
す
る
こ
と
な
ど
具
体
的
な
規
定
も
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
安
倍
氏
七
家
の
当
主
が
署
名
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
七
家
は
「
族
中
予
備
金
契
約
書
」
に
も
あ
る
通
り
、
阿
部
正
桓
（
旧
福
山
藩
主
家
）
・
阿
部
正
功
（
旧
棚
倉
藩
主
家
）
・
阿
部
正
恒
（
旧
佐
貫
藩
主
家
）
・
秋
田
映
季
（
旧
三
春
藩
主
家
）
・
安
藤
信
守
（
旧
磐
城
平
藩
主
家
）
・
安
藤
直
行
（
旧
田
辺
藩
主
家
、
紀
州
藩
付
家
老
）
・
土
御
門
晴
栄
（
旧
公
家
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
＝
年
刊
行
の
「
華
族
類
別
録
」
（
『
華
族
制
度
資
料
集
』
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
5
収
）
に
よ
る
と
、
「
第
三
類
　
皇
別
　
安
部
朝
臣
」
は
、
孝
元
天
皇
皇
子
大
彦
命
六
代
錐
子
の
子
孫
と
し
て
、
前
記
七
名
の
他
に
倉
橋
泰
顕
（
旧
公
家
）
を
載
せ
、
合
計
八
家
と
な
っ
て
い
る
。
倉
橋
家
は
土
御
門
家
よ
り
分
か
れ
て
い
る
の
で
、
第
三
類
に
加
わ
っ
て
い
て
当
然
で
あ
る
が
、
な
ぜ
か
宗
族
条
約
等
に
は
加
盟
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
倉
橋
泰
顕
の
み
が
京
都
在
住
で
あ
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。　
で
は
次
に
、
　
「
宗
族
匡
救
条
例
」
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
安
倍
氏
宗
族
の
互
助
規
程
で
、
天
災
（
天
変
地
異
・
延
焼
・
死
亡
連
続
な
ど
に
よ
る
も
の
）
・
人
災
（
盗
難
・
詐
欺
に
よ
る
も
の
）
・
自
災
（
失
火
・
事
業
の
失
敗
・
他
人
の
負
債
の
保
証
に
よ
る
も
の
）
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
で
家
計
困
難
に
陥
っ
た
者
に
対
し
て
は
、
一
族
協
議
の
上
で
救
助
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。
こ
の
規
程
は
、
第
三
款
第
二
条
に
あ
る
よ
う
に
、
刑
罰
を
受
け
た
者
本
人
は
助
け
な
く
と
も
、
そ
の
家
は
扶
助
す
る
が
如
く
、
華
族
と
し
て
の
家
を
保
つ
こ
と
を
目
的
と
し
、
家
の
名
声
を
落
と
さ
ず
、
華
族
と
し
て
の
体
面
を
維
持
で
き
る
よ
う
な
資
産
を
持
つ
こ
と
に
努
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
最
後
に
、
「
族
中
予
備
金
契
約
書
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
契
約
書
は
明
治
一
一
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
宗
族
長
阿
部
正
桓
・
幹
事
秋
田
映
季
を
は
じ
め
と
す
る
七
名
の
宗
族
が
署
名
し
て
い
る
。
第
一
条
で
は
、
宗
族
長
職
掌
則
例
第
一
一
則
に
照
準
し
て
、
各
家
の
株
数
に
応
じ
て
五
〇
〇
円
を
拠
出
し
て
予
備
金
と
し
、
こ
れ
を
第
三
条
で
、
一
族
の
災
厄
に
際
し
て
扶
助
の
費
用
と
す
る
こ
と
を
規
定
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
て
い
る
。
明
治
一
〇
年
制
定
の
「
宗
族
長
職
掌
則
例
」
の
第
一
一
則
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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第
十
一
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
各
族
中
予
備
ノ
為
メ
、
禄
券
ノ
多
寡
二
応
シ
適
宜
ノ
醸
集
法
ヲ
定
メ
、
儲
畜
金
ヲ
積
立
テ
或
ハ
公
債
証
書
ヲ
購
入
シ
、
又
ハ
之
ヲ
銀
　
　
行
二
託
シ
、
其
益
金
ヲ
以
テ
族
中
事
務
ノ
費
用
二
充
テ
、
或
ハ
扶
持
ノ
用
二
供
ス
ル
ノ
法
ヲ
設
立
シ
、
永
世
之
ヲ
維
持
ス
ヘ
シ
　
右
の
よ
う
に
、
各
宗
族
で
予
備
金
を
集
め
、
利
息
で
族
中
事
務
費
や
扶
助
の
費
用
を
賄
う
よ
う
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
安
倍
氏
宗
族
は
、
株
数
に
応
じ
て
、
七
家
合
計
五
〇
〇
円
を
拠
出
し
て
い
る
。
株
数
は
、
明
治
一
〇
年
設
立
の
第
十
五
国
立
銀
行
（
華
族
銀
行
）
明治期の宗族制と安倍氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
の
持
株
数
を
指
す
。
各
人
の
持
株
数
は
、
『
華
族
会
館
史
』
所
収
の
株
主
名
・
株
数
な
ど
の
一
覧
と
一
致
す
る
が
、
　
一
株
の
額
面
は
一
〇
〇
円
で
あ
る
の
で
、
阿
部
正
功
所
有
の
一
四
四
株
の
額
面
合
計
は
一
万
四
四
〇
〇
円
と
な
る
。
拠
出
金
三
七
円
七
七
銭
五
厘
は
額
面
の
約
○
・
二
六
二
三
％
と
算
出
で
き
る
。
各
家
の
分
担
金
の
算
出
方
法
は
、
お
そ
ら
く
合
計
五
〇
〇
円
と
い
う
予
備
金
額
が
は
じ
め
に
あ
り
、
こ
れ
を
宗
族
七
名
の
所
有
合
計
株
数
一
九
〇
六
株
に
配
分
す
る
と
、
所
有
株
数
の
約
二
六
・
二
三
％
に
相
当
す
る
数
字
と
な
り
、
こ
れ
が
拠
出
金
額
と
な
る
。
所
有
株
数
の
額
面
合
計
か
ら
み
れ
ば
、
約
○
・
二
六
二
一
二
％
の
出
金
で
あ
る
。
第
十
五
国
立
銀
行
設
立
当
初
の
配
当
金
は
、
額
面
の
五
％
で
あ
っ
た
の
で
、
配
当
金
か
ら
み
れ
ば
約
五
・
二
五
％
の
拠
出
と
な
る
。
　
各
家
か
ら
集
あ
た
予
備
金
は
、
秩
禄
公
債
証
書
購
入
の
資
金
と
し
、
こ
の
公
債
証
書
の
利
息
の
一
部
を
族
長
の
事
務
費
（
内
容
は
第
四
条
に
あ
る
）
に
充
当
し
、
残
り
は
さ
ら
に
公
債
証
書
を
購
入
し
、
将
来
の
宗
族
中
の
災
厄
扶
助
の
費
用
に
備
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
一
方
、
明
治
一
二
年
四
月
制
定
の
宇
多
源
氏
宗
族
条
約
に
よ
る
と
、
天
災
や
非
常
の
際
は
当
該
人
の
第
十
五
国
立
銀
行
の
純
益
金
を
抵
当
と
し
て
、
宗
族
か
ら
金
を
貸
付
け
る
条
項
（
第
二
二
条
）
を
設
け
、
さ
ら
に
積
立
金
（
第
二
三
条
）
と
保
殖
金
（
第
二
四
条
）
を
規
定
し
て
い
る
。
積
立
金
と
は
、
明
治
九
年
の
宗
族
の
合
計
金
禄
の
一
割
に
あ
た
る
一
万
四
三
六
〇
円
を
拠
出
す
る
約
束
で
、
こ
の
金
額
分
の
第
十
五
国
立
銀
行
株
一
四
〇
株
を
基
金
と
し
て
い
る
。
端
数
の
三
六
〇
円
と
配
当
金
（
五
％
の
配
当
と
す
る
と
、
年
間
七
〇
〇
円
の
配
当
と
な
る
）
か
ら
祭
祀
費
や
集
会
費
、
事
務
費
、
族
長
（
年
俸
二
〇
〇
円
）
・
幹
事
（
年
俸
一
二
〇
円
）
・
録
事
（
一
人
年
俸
五
〇
円
）
の
給
与
（
第
八
条
に
規
定
）
な
ど
を
支
出
し
、
残
金
は
保
殖
金
に
加
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
保
殖
金
に
加
え
た
分
の
純
益
は
積
立
金
に
繰
入
れ
る
。
保
殖
金
の
方
は
、
各
家
の
収
入
と
な
る
銀
行
株
の
配
当
金
の
三
％
を
毎
年
拠
出
し
、
こ
れ
を
貸
付
け
て
運
用
し
、
そ
の
純
益
は
各
家
の
出
金
高
に
応
じ
て
配
分
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
宇
多
源
氏
宗
族
は
一
＝
家
あ
り
、
中
に
福
岡
黒
田
家
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
株
数
も
安
倍
氏
に
比
較
す
れ
ば
か
な
り
多
い
の
で
、
保
殖
金
も
大
き
く
な
る
。
従
っ
て
毎
年
保
殖
金
を
拠
出
す
る
が
分
配
金
も
若
干
入
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
族
長
ら
に
手
当
金
を
支
給
す
る
な
ど
、
安
倍
氏
宗
族
と
は
規
模
が
相
違
し
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
47
る
。
な
お
宇
多
源
氏
の
宗
族
条
約
は
、
宗
族
制
が
廃
止
さ
れ
て
も
な
お
改
正
さ
れ
て
残
る
も
の
の
、
拠
出
金
の
規
程
は
作
ら
れ
て
い
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
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以
上
、
宗
族
条
約
等
は
、
宗
族
の
団
結
と
相
互
の
親
和
を
目
的
と
し
、
あ
わ
せ
て
族
中
に
家
計
困
難
な
者
が
生
じ
た
と
き
に
は
相
互
扶
助
を
約
束
し
、
華
族
と
し
て
の
体
面
を
保
ち
、
各
家
の
名
声
を
失
墜
さ
せ
な
い
よ
う
に
意
図
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
れ
は
岩
倉
具
視
の
方
針
に
沿
っ
て
各
宗
族
と
も
規
程
を
作
成
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
や
は
り
秩
禄
処
分
に
際
し
て
華
族
の
経
済
的
な
没
落
を
防
止
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
た
こ
と
が
条
文
か
ら
窺
え
る
。
三
　
安
藤
信
守
へ
の
予
備
金
返
戻
　
前
節
で
、
明
治
＝
年
に
安
倍
氏
宗
族
が
契
約
し
た
「
族
中
予
備
金
」
の
存
在
を
紹
介
し
た
が
、
こ
の
予
備
金
は
、
明
治
三
五
年
に
至
っ
て
族
中
の
安
藤
信
守
（
旧
磐
城
平
藩
主
家
）
に
、
彼
の
持
ち
分
が
返
還
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て
運
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
安
藤
信
守
に
族
中
予
備
金
の
う
ち
の
持
ち
分
が
返
戻
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
表
紙
に
「
安
藤
信
守
殿
積
立
金
割
戻
一
件
（
9
）
書
」
と
い
う
標
題
が
記
さ
れ
た
史
料
に
よ
っ
て
分
明
と
な
る
の
で
、
以
下
こ
れ
に
よ
っ
て
述
べ
る
が
、
本
史
料
は
関
係
書
簡
の
写
し
を
、
日
付
の
新
し
い
も
の
か
ら
順
に
綴
じ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
主
要
な
書
簡
を
紹
介
す
る
。
去
月
廿
四
日
附
貴
書
拝
見
仕
候
、
時
下
暖
和
之
候
益
御
精
康
奉
賀
候
、
陳
者
、
先
頃
中
宗
族
積
立
金
よ
り
御
借
用
之
件
御
断
致
候
二
付
、
貴
君
御
積
立
金
額
ノ
多
寡
二
拘
バ
ラ
ス
、
一
先
御
割
戻
シ
ノ
御
望
ニ
テ
、
他
日
御
困
難
御
回
復
之
上
ハ
更
二
御
積
立
相
成
度
旨
御
申
越
之
趣
了
承
致
候
、
彼
是
宗
族
評
議
中
只
管
御
答
延
引
致
候
、
右
ハ
御
望
ミ
ニ
随
ヒ
、
今
日
二
現
在
高
ヲ
積
リ
立
、
貴
君
御
所
有
ノ
元
利
金
高
八
拾
弐
円
七
拾
箋
弐
厘
ト
相
成
候
、
素
ヨ
リ
大
部
ハ
整
理
公
債
証
書
二
相
成
居
候
二
付
、
之
レ
カ
代
価
積
リ
等
ヲ
要
シ
タ
ル
次
第
二
拠
リ
、
別
紙
第
壱
号
よ
り
参
号
迄
ノ
積
算
二
候
間
御
勘
算
被
下
、
右
ニ
テ
御
異
存
無
之
候
ハ
・
追
テ
為
換
ヲ
以
可
及
御
送
付
候
条
、
何
分
之
御
答
相
成
候
様
致
度
候
、
此
段
御
答
如
斯
二
御
座
候
、
拝
具
明
治
出
五
年
六
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
直
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
正
桓
　
　
　
安
藤
信
守
殿
追
テ
、
本
文
之
取
調
ハ
本
月
六
日
ノ
場
二
於
テ
ノ
積
算
二
付
、
弥
御
送
金
ト
相
成
候
場
合
ハ
、
為
換
取
組
日
ノ
前
日
迄
、
一
日
二
付
金
壱
菱
参
厘
二
＝
ノ
貴
君
御
持
高
金
二
属
ス
ル
利
分
ヲ
加
へ
可
申
候
、
右
二
御
承
知
御
返
書
ハ
正
桓
方
へ
向
ケ
御
発
送
相
成
度
、
此
段
申
副
候
也
明治期の宗族制と安倍氏
第
壱
号
明
治
十
一
年
宗
族
共
有
貯
金
出
金
高
　
　
出
金
高
一、
燻
l
拾
六
円
六
拾
九
箋
五
厘
一、
燗
�
S
六
拾
壱
円
五
拾
四
箋
壱
厘
一、
燻
Q
拾
七
円
七
拾
七
斐
五
厘
一、
熹
ｪ
拾
弐
円
六
拾
参
菱
四
厘
一、
燗
�
E
五
円
九
拾
七
箋
壱
厘
　
姓
名
秋
田
映
季
阿
部
正
桓
阿
部
正
功
安
藤
直
行
安
藤
信
守
49
一、
燗
�
E
円
弐
拾
菱
一、
燗
�
E
五
円
拾
八
銭
四
厘
　
合
計
金
五
百
円
土
御
門
晴
栄
阿
部
正
敬
50
第
弐
号
出
金
高
ヲ
以
テ
利
殖
ノ
結
果
現
今
有
物
高
一、
ｮ
理
公
債
額
面
千
四
百
円
内
一、
燻
Q
百
六
拾
八
円
九
拾
弐
銭
七
厘
　
　
　
　
以
上
記
名
八
百
五
拾
円
無
記
名
五
百
五
拾
円
三
十
五
年
六
月
六
日
現
在
金
元
利
第
三
号
　
　
　
現
今
有
物
高
ヲ
以
テ
現
金
二
積
算
高
　
　
　
及
出
金
高
拾
円
二
付
現
在
金
算
出
共
一、
燻
ｵ
百
四
拾
円
参
拾
五
銭
　
　
　
　
　
記
名
整
理
公
債
証
書
額
面
八
百
五
拾
円
ノ
代
価
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
三
十
五
年
六
月
六
日
時
事
新
報
中
直
段
百
円
二
付
八
拾
七
円
拾
銭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
相
場
二
因
ル
一、
燻
l
百
八
拾
弐
円
九
拾
箋
　
　
　
　
　
無
記
名
整
理
公
債
証
書
額
面
五
百
五
拾
円
ノ
代
価
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
シ
右
同
断
百
円
二
付
八
拾
七
円
八
拾
菱
ノ
相
場
二
因
ル
一、
燻
Q
百
六
拾
八
円
九
拾
弐
銭
七
厘
　
　
三
十
五
年
六
月
六
日
現
在
金
元
利
　
合
金
壱
千
五
百
九
拾
弐
円
拾
七
銭
七
厘
明治期の宗族制と安倍氏
　
（
朱
書
）
「
安
藤
信
守
君
へ
返
書
江
附
セ
ザ
ル
参
考
書
ナ
リ
」
之
ヲ
出
金
高
五
百
円
ヲ
以
テ
除
キ
、
出
金
拾
円
二
当
ツ
ル
金
員
ヲ
求
ム
レ
バ
左
ノ
如
シ
　
金
参
拾
壱
円
八
拾
四
菱
四
厘
　
（
以
下
二
行
は
朱
書
）
　
備
考
（
金
八
拾
弐
円
七
拾
菱
弐
厘
　
安
藤
信
守
持
分
）
　
　
備
考
調
一、
燔
Z
拾
八
円
六
拾
銭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
整
理
公
債
証
書
千
四
百
円
一
ケ
年
ノ
利
一、
燗
�
E
四
円
弐
拾
参
銭
九
厘
　
　
〔
麗
欝
饒
輔
塊
罎
誌
⊥
ハ
拾
吾
ノ
利
合
計
金
九
拾
弐
円
八
拾
参
銭
九
厘
　
之
ヲ
現
今
有
物
高
金
壱
千
五
百
九
拾
弐
円
拾
七
銭
七
厘
ヲ
以
テ
除
キ
、
有
物
高
金
拾
円
二
当
ツ
ル
金
員
ヲ
求
レ
バ
　
左
ノ
如
シ
　
　
金
五
拾
八
銭
参
厘
〇
九
四
之
ヲ
安
藤
信
守
殿
持
分
八
拾
弐
円
七
拾
菱
弐
厘
二
乗
ズ
レ
バ
左
ノ
如
シ
　
　
金
四
円
八
拾
弐
銭
弐
厘
　
　
之
レ
ヲ
三
百
六
拾
五
日
二
除
キ
、
一
日
分
ノ
利
子
ヲ
得
ル
、
即
チ
安
藤
信
守
殿
ノ
得
利
ヲ
見
ル
モ
ノ
ナ
リ
　
　
金
壱
銭
参
厘
弐
壱
壱
51
之
レ
ヲ
見
ル
て
ヲ
要
ス
レ
バ
、
六
月
六
日
以
後
送
金
当
日
迄
日
々
利
殖
セ
シ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
ナ
リ
52
　
右
の
書
簡
及
び
添
付
計
算
書
は
、
明
治
三
五
年
六
月
九
日
付
で
、
阿
部
正
桓
・
安
藤
直
行
連
名
で
安
藤
信
守
に
発
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
族
中
予
備
金
の
持
ち
分
返
還
に
至
る
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
阿
部
正
桓
よ
り
安
藤
直
行
・
秋
田
映
季
・
阿
部
正
功
・
土
御
門
晴
栄
の
四
名
に
廻
状
形
式
で
宛
て
た
六
月
二
三
日
付
の
書
簡
写
し
に
よ
っ
て
補
足
す
る
と
、
返
還
に
至
る
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
家
計
困
難
に
陥
っ
た
安
藤
信
守
は
、
明
治
三
五
年
前
半
期
と
思
わ
れ
る
が
、
宗
族
の
相
互
扶
助
の
精
神
に
則
り
、
宗
族
匡
救
条
例
（
三
五
年
当
時
効
力
が
あ
っ
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い
）
の
規
定
に
も
あ
る
よ
う
に
、
族
中
予
備
金
（
三
五
年
当
時
は
、
「
宗
族
積
立
金
」
と
か
「
宗
族
共
有
貯
金
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
史
料
で
は
「
宗
族
積
立
金
」
と
称
し
て
い
る
例
が
多
い
の
で
、
以
下
単
に
「
積
立
金
」
と
略
記
す
る
）
か
ら
借
用
を
願
い
出
た
。
借
用
希
望
の
金
額
は
八
〇
〇
円
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
宗
族
協
議
の
上
、
こ
の
願
い
出
は
拒
絶
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
安
藤
信
守
は
、
積
立
金
の
自
己
の
持
ち
分
を
一
旦
返
還
し
て
も
ら
い
、
家
計
回
復
後
そ
の
分
を
再
び
積
立
金
に
入
れ
た
い
と
の
希
望
を
、
五
月
二
四
日
付
書
簡
で
阿
部
正
桓
（
旧
福
山
藩
主
家
）
に
申
し
入
れ
た
。
こ
の
要
望
を
受
け
た
宗
族
側
は
、
安
藤
直
行
宅
で
相
談
し
、
右
の
要
求
を
拒
否
す
る
こ
と
も
難
し
い
と
の
意
見
が
強
い
雰
囲
気
の
中
、
秋
田
映
季
は
厚
意
の
意
見
（
具
体
的
に
は
不
明
で
あ
る
が
、
積
極
的
な
救
済
を
主
張
し
た
も
の
か
）
を
述
べ
た
。
し
か
し
決
定
す
る
前
に
安
藤
信
守
の
近
親
で
あ
る
京
極
高
典
と
仙
石
政
固
の
意
見
を
聞
こ
う
と
、
安
藤
直
行
と
福
山
阿
部
家
の
家
扶
が
赴
い
た
と
こ
ろ
、
親
族
た
ち
に
は
特
別
な
意
見
も
な
く
、
た
だ
成
行
き
に
任
せ
る
考
え
と
思
わ
れ
た
。
そ
こ
で
福
山
阿
部
家
の
家
扶
が
、
安
藤
信
守
の
親
族
た
ち
の
消
極
的
な
様
子
を
秋
田
映
季
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
秋
田
も
積
立
金
返
還
は
や
む
を
得
な
い
と
い
う
意
見
に
変
っ
た
。
そ
の
た
め
宗
族
全
体
が
積
立
金
の
返
還
に
同
意
し
た
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
安
藤
信
守
が
積
立
金
の
う
ち
自
分
の
持
ち
分
の
元
利
を
計
算
し
た
額
に
不
服
が
な
け
れ
ば
、
返
還
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
明治期の宗族制と安倍氏
つ
い
で
福
山
阿
部
家
で
積
立
金
の
額
や
利
息
分
な
ど
を
計
算
し
、
安
藤
信
守
に
は
元
利
と
も
八
二
円
七
〇
銭
二
厘
（
六
月
六
日
現
在
）
を
支
払
う
の
で
異
存
な
い
か
を
六
月
九
日
付
で
照
会
し
た
。
　
こ
の
際
計
算
書
が
添
付
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
積
立
金
の
運
用
方
法
が
あ
る
程
度
わ
か
る
。
明
治
一
一
年
に
宗
族
七
家
が
拠
出
し
た
金
五
〇
〇
円
は
、
公
債
を
購
入
し
て
そ
の
利
息
を
元
金
に
組
み
入
れ
、
さ
ら
に
公
債
を
買
い
増
し
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
三
五
年
現
在
で
額
面
一
四
〇
〇
円
（
時
価
相
場
で
は
一
二
二
三
円
二
五
銭
）
の
公
債
と
現
金
三
六
八
円
九
二
銭
七
厘
に
増
加
し
て
い
る
。
安
藤
信
守
の
当
初
の
出
金
高
は
二
五
円
九
七
銭
一
厘
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
八
二
円
七
〇
銭
二
厘
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
元
金
の
約
三
・
一
八
四
四
倍
に
増
加
し
た
計
算
に
な
る
。
も
っ
と
も
約
二
五
年
間
経
過
し
て
い
る
の
で
、
五
％
の
利
息
が
付
け
ば
当
然
の
金
額
で
は
あ
る
。
　
こ
の
計
算
書
に
よ
っ
て
、
明
治
一
一
年
出
金
の
積
立
金
は
、
殆
ど
使
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
利
殖
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
三
五
年
に
至
っ
て
、
初
め
て
家
計
困
難
救
済
の
一
助
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
な
お
、
安
藤
信
守
へ
の
返
還
金
の
計
算
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
阿
部
正
桓
の
家
扶
が
秋
田
家
へ
相
談
に
行
っ
て
了
承
を
取
り
つ
け
、
さ
ら
に
安
藤
直
行
に
は
書
面
で
同
意
を
求
め
て
い
る
（
六
月
七
日
付
阿
部
正
桓
よ
り
安
藤
直
行
宛
書
簡
写
し
）
こ
と
が
わ
か
る
が
、
他
の
宗
族
か
ら
の
同
意
を
ど
の
よ
う
に
取
っ
た
か
は
不
詳
で
あ
る
。
　
さ
て
、
前
掲
の
三
五
年
六
月
九
日
付
の
書
簡
と
計
算
書
を
受
け
取
っ
た
福
島
県
平
町
字
旧
城
跡
（
現
い
わ
き
市
）
居
住
の
安
藤
信
守
は
、
六
月
一
五
日
付
で
阿
部
正
桓
宛
に
書
簡
を
出
し
、
種
々
配
慮
を
し
て
く
れ
た
礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
八
二
円
余
の
金
を
至
急
平
町
三
丁
目
の
磐
城
銀
行
へ
為
替
で
回
送
し
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
て
き
た
。
そ
こ
で
阿
部
正
桓
は
、
六
月
六
日
現
在
で
算
出
し
た
安
藤
家
の
持
ち
分
八
二
円
七
〇
銭
二
厘
に
、
同
七
日
か
ら
一
六
日
ま
で
の
利
息
一
三
銭
二
厘
を
加
え
た
八
二
円
八
三
銭
四
厘
を
郵
便
為
替
に
し
て
、
一
七
日
付
で
書
簡
と
と
も
に
書
留
郵
便
で
発
送
し
た
。
郵
便
為
替
の
振
出
人
は
、
五
〇
円
が
東
京
本
郷
区
駒
込
西
片
町
一
〇
番
地
の
町
野
精
蔵
、
三
二
円
八
三
銭
四
厘
が
同
番
地
三
井
豊
次
郎
（
阿
部
正
桓
の
住
所
と
同
一
な
の
で
、
両
人
と
も
、
福
山
阿
部
家
の
家
職
の
者
と
思
わ
れ
る
）
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で
あ
る
こ
と
も
同
書
簡
で
知
ら
せ
、
か
つ
東
京
に
磐
城
銀
行
と
取
引
の
あ
る
銀
行
が
な
か
っ
た
た
あ
、
郵
便
為
替
に
し
た
旨
も
連
絡
し
た
。
　
安
藤
信
守
は
右
の
書
簡
と
郵
便
為
替
二
葉
を
書
留
郵
便
で
受
領
し
た
の
で
、
六
月
二
一
日
付
で
礼
状
と
と
も
に
別
紙
で
受
取
証
を
阿
部
正
桓
宛
に
作
成
し
、
こ
れ
を
発
送
し
た
。
そ
の
際
為
替
取
組
み
の
料
金
、
書
留
代
を
支
払
う
の
で
金
額
を
教
え
て
く
れ
る
よ
う
書
き
添
え
た
。
こ
の
書
簡
と
受
領
証
を
受
け
取
っ
た
阿
部
正
桓
は
、
六
月
二
三
日
付
の
は
が
き
で
、
受
取
証
を
落
手
し
た
こ
と
、
為
替
料
・
書
留
料
は
不
要
で
あ
る
と
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
同
日
付
で
積
立
金
返
戻
の
顛
末
を
、
安
藤
直
行
・
秋
田
映
季
・
阿
部
正
功
・
土
御
門
晴
栄
宛
に
廻
状
形
式
で
報
告
し
、
こ
の
一
件
は
落
着
し
た
。
な
お
安
倍
氏
宗
族
の
う
ち
旧
佐
貫
藩
主
家
の
阿
部
家
の
名
が
出
て
こ
な
い
が
、
明
治
一
一
年
当
時
当
主
で
あ
っ
た
阿
部
正
恒
は
同
一
四
年
に
隠
居
し
、
そ
の
子
正
敬
に
代
替
り
し
て
い
た
た
め
相
談
に
あ
ず
か
ら
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
東
京
に
い
な
か
っ
た
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
の
ご
と
く
明
治
三
五
年
六
月
に
安
藤
信
守
へ
、
積
立
金
の
う
ち
安
藤
家
の
持
ち
分
八
二
円
八
三
銭
四
厘
を
払
戻
し
た
が
、
そ
の
後
同
家
の
家
計
の
立
て
直
し
は
あ
ま
り
成
果
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
三
八
年
に
は
積
立
金
よ
り
総
額
一
〇
〇
円
補
助
す
る
こ
と
に
宗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
族
の
間
で
決
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
の
顛
末
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
阿
部
正
桓
の
書
簡
を
掲
げ
る
。
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拝
啓
、
厳
寒
二
候
処
愈
御
清
康
奉
賀
候
、
陳
者
同
族
安
藤
信
守
君
家
政
困
難
二
付
、
去
ル
三
十
八
年
御
評
決
ヲ
以
テ
金
百
円
同
族
積
金
之
内
ヨ
リ
月
賦
等
ヲ
以
補
助
之
筈
、
右
取
扱
方
拙
家
二
御
委
托
二
候
処
、
同
年
七
月
ヨ
リ
月
賦
金
五
円
ッ
・
送
付
之
事
二
同
君
へ
示
談
候
処
、
半
額
ヲ
取
纏
メ
、
若
不
相
叶
候
ハ
・
三
分
一
等
ヲ
一
時
二
要
求
セ
ラ
レ
、
又
ハ
代
人
ヲ
以
右
様
之
請
求
二
接
セ
シ
場
合
モ
有
之
候
得
共
、
一
時
二
多
数
之
渡
方
ハ
同
家
之
為
メ
ニ
モ
有
之
間
敷
相
考
へ
候
二
付
、
其
都
度
堅
ク
相
断
リ
、
三
十
八
年
七
月
ヨ
リ
本
月
迄
為
換
ヲ
以
月
々
金
五
円
ッ
・
送
付
シ
、
其
都
度
領
収
之
証
ヲ
得
テ
、
即
チ
本
月
ニ
テ
弐
拾
ヶ
月
金
壱
百
円
送
リ
済
二
相
成
候
間
、
右
様
御
承
知
被
下
度
、
此
段
御
報
知
申
進
候
、
拝
具
明
治
四
十
年
二
月
七
日
阿
部
正
桓
阿
部
正
功
殿
明治期の宗族制と安倍氏
　
右
に
よ
れ
ば
、
宗
族
間
で
決
ま
っ
た
補
助
額
は
一
〇
〇
円
で
、
こ
れ
を
月
賦
で
送
金
す
る
と
と
も
に
、
実
際
の
事
務
は
福
山
阿
部
家
に
委
任
さ
れ
た
。
そ
こ
で
福
山
阿
部
家
で
は
、
三
八
年
七
月
か
ら
月
五
円
ず
つ
、
二
〇
ヶ
月
間
積
立
金
か
ら
補
助
を
続
け
る
と
の
条
件
を
安
藤
信
守
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
安
藤
家
側
は
、
半
額
を
一
括
か
、
三
分
の
｝
を
［
括
し
て
支
出
し
て
も
ら
い
た
い
と
申
し
入
れ
、
ま
た
別
の
人
を
使
っ
て
同
様
な
交
渉
を
し
て
き
た
。
し
か
し
、
ま
と
ま
っ
た
金
を
渡
す
と
安
藤
家
の
た
め
に
な
ら
な
い
と
阿
部
家
で
は
判
断
し
た
た
め
、
こ
の
申
し
入
れ
を
断
わ
り
、
結
局
三
八
年
七
月
か
ら
毎
月
五
円
ず
つ
為
替
で
送
金
、
毎
回
領
収
証
を
取
っ
て
き
た
。
そ
し
て
四
〇
年
二
月
で
二
〇
ヶ
月
送
金
し
て
一
〇
〇
円
に
達
し
た
た
め
、
こ
の
補
助
は
打
切
り
と
な
っ
た
旨
宗
族
中
に
報
告
し
た
。
　
右
の
ご
と
く
、
明
治
三
八
年
か
ら
四
〇
年
に
か
け
て
、
安
藤
信
守
に
対
し
て
宗
族
の
積
立
金
か
ら
総
額
一
〇
〇
円
の
補
助
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
安
倍
氏
宗
族
は
明
治
末
で
も
な
お
存
続
し
、
さ
ら
に
積
立
金
も
運
用
さ
れ
、
一
族
の
扶
助
に
も
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
お
わ
り
に
55
明
治
九
年
に
岩
倉
具
視
の
肝
入
り
で
、
旧
公
家
と
旧
大
名
か
ら
な
る
華
族
を
一
体
化
さ
せ
、
皇
室
の
藩
屏
と
し
て
の
役
割
を
強
化
す
る
意
味
と
、
秩
禄
処
分
に
よ
っ
て
経
済
的
に
没
落
し
か
ね
な
い
華
族
を
相
互
に
援
助
す
る
目
的
を
も
っ
て
作
ら
れ
た
宗
族
制
は
、
華
族
令
制
定
に
よ
っ
て
そ
の
意
義
を
失
い
、
制
度
と
し
て
廃
止
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
も
実
質
を
伴
っ
て
存
続
し
て
い
た
こ
と
を
棚
倉
阿
部
家
文
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。
　
第
三
類
安
倍
氏
の
宗
族
は
、
孝
元
天
皇
皇
子
大
彦
命
六
代
維
子
の
子
孫
と
し
て
旧
大
名
の
阿
部
三
家
・
秋
田
家
・
安
藤
二
家
、
旧
公
家
の
土
御
門
家
と
倉
橋
家
の
八
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
明
治
一
〇
年
に
安
倍
氏
宗
族
は
「
宗
族
条
約
」
を
作
成
、
さ
ら
に
「
宗
族
匡
救
条
例
」
を
作
っ
て
相
互
扶
助
を
規
定
、
ま
た
＝
年
に
は
「
族
中
予
備
金
契
約
書
」
に
連
名
し
て
第
十
五
国
立
銀
行
の
持
株
数
に
応
じ
て
出
金
、
五
〇
〇
円
の
基
金
を
集
め
て
運
用
し
、
族
中
へ
の
補
助
や
宗
族
会
合
の
費
用
に
充
当
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
宗
族
条
約
締
結
段
階
か
ら
倉
橋
家
は
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
そ
の
後
安
倍
氏
宗
族
の
会
合
な
ど
の
具
体
的
な
動
き
は
不
明
で
あ
る
が
、
年
不
詳
阿
部
正
功
宛
の
阿
部
正
桓
書
簡
に
よ
る
と
、
久
し
く
宗
族
の
会
合
も
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
二
月
＝
一
日
に
阿
部
正
桓
邸
で
集
会
を
す
る
と
通
知
し
て
お
り
、
た
ま
に
宗
族
の
会
合
が
持
た
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
宗
族
内
の
懇
親
を
深
め
る
目
的
も
あ
る
程
度
は
果
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
る
相
互
扶
助
は
、
一
一
年
に
各
家
が
出
金
し
た
積
立
金
を
、
家
計
困
難
と
な
っ
た
安
藤
信
守
（
旧
磐
城
平
藩
主
家
）
に
、
そ
の
持
ち
分
の
元
利
を
明
治
三
五
年
六
月
に
返
還
し
て
家
計
補
助
に
充
て
た
こ
と
、
同
三
八
年
七
月
か
ら
四
〇
年
二
月
ま
で
の
二
〇
ヶ
月
間
、
毎
月
五
円
ず
つ
計
一
〇
〇
円
を
同
じ
安
藤
信
守
に
補
助
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
も
ま
た
あ
る
程
度
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
　
安
倍
氏
以
外
で
も
、
宇
多
源
氏
の
宗
族
条
約
も
明
治
一
二
年
に
制
定
さ
れ
て
詳
細
な
規
程
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
後
同
二
六
年
と
大
正
四
年
に
改
正
が
加
え
ら
れ
、
大
正
に
至
っ
て
も
な
お
宗
族
が
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
制
度
と
し
て
は
廃
止
さ
れ
た
宗
族
制
も
、
そ
の
ま
ま
存
続
し
て
い
た
例
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
宗
族
制
成
立
時
に
各
家
が
出
金
し
て
基
金
を
作
っ
た
例
が
多
く
あ
っ
た
よ
う
で
、
制
度
廃
止
後
も
こ
の
基
金
が
残
り
、
こ
の
運
用
・
運
営
の
た
め
に
宗
族
が
ま
と
ま
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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勿
論
、
先
祖
を
同
一
に
す
る
と
い
う
血
縁
的
な
結
束
意
識
が
全
く
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
や
す
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
と
に
旧
公
家
は
血
縁
的
に
は
ま
と
ま
り
明治期の宗族制と安倍氏
註
（
1
）
　
学
習
院
大
学
史
料
館
寄
託
。
当
阿
部
家
は
、
豊
後
守
忠
秋
の
　
と
き
大
名
に
列
し
、
文
政
六
年
武
蔵
忍
一
〇
万
石
か
ら
陸
奥
白
河
　
に
転
封
、
さ
ら
に
慶
応
二
年
に
陸
奥
棚
倉
へ
移
さ
れ
た
。
明
治
元
　
年
に
は
、
奥
羽
列
藩
同
盟
に
荷
担
し
た
た
め
四
万
石
を
減
ぜ
ら
れ
、
　
六
万
石
と
な
っ
た
。
華
族
令
制
定
時
に
は
子
爵
を
授
け
ら
れ
た
。
（
2
）
　
華
族
会
館
の
後
身
で
あ
る
社
団
法
人
霞
会
館
が
、
華
族
会
館
　
創
立
九
〇
年
（
昭
和
三
九
年
）
記
念
に
刊
行
し
た
冊
子
「
会
館
九
　
十
年
の
歩
み
」
を
大
幅
に
充
実
さ
せ
、
史
料
も
収
録
し
た
記
念
誌
。
　
華
族
制
度
以
前
の
貴
族
制
の
沿
革
か
ら
、
戦
後
霞
会
館
が
高
層
ビ
　
ル
（
霞
が
関
ビ
ル
）
へ
移
転
す
る
計
画
段
階
ま
で
を
扱
い
、
華
族
　
会
館
の
沿
革
の
み
な
ら
ず
、
華
族
制
度
も
含
ん
だ
記
述
と
な
っ
て
　
い
る
。
本
書
第
一
編
第
三
章
第
七
節
「
初
期
華
族
制
度
一
班
」
で
、
　
「
宗
族
条
約
」
の
条
文
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
「
華
族
類
別
録
」
の
　
編
墓
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
宗
族
制
に
つ
い
て
は
十
分
な
説
　
明
が
な
い
（
二
二
六
～
二
四
〇
頁
。
な
お
第
一
編
は
全
体
大
久
保
　
利
謙
氏
の
執
筆
に
か
か
る
）
。
ま
た
第
二
編
第
二
章
第
三
節
「
部
　
長
局
の
設
置
」
（
三
六
一
～
三
七
五
頁
）
に
、
部
長
局
と
宗
族
長
　
と
の
関
係
に
触
れ
、
「
談
会
則
例
」
「
宗
族
長
職
掌
則
例
」
な
ど
の
　
史
料
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
宗
族
制
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
い
　
（
こ
の
部
分
は
稲
田
昌
植
氏
の
執
筆
に
か
か
る
）
。
さ
ら
に
付
録
に
　
「
華
族
類
別
録
」
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
（
3
）
　
霞
会
館
の
創
立
百
年
（
華
族
会
館
創
立
以
来
）
の
記
念
誌
で
、
　
『
華
族
会
館
史
』
を
も
と
に
華
族
会
館
を
概
説
、
さ
ら
に
霞
会
館
　
創
立
後
の
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。
宗
族
制
に
関
す
る
記
述
は
、
　
「
一
　
創
立
期
の
会
館
」
の
「
W
　
宗
族
制
と
『
華
族
類
別
録
』
」
　
「
V
　
部
長
局
と
華
族
局
」
（
二
七
～
三
六
頁
。
と
も
に
大
久
保
利
　
謙
氏
執
筆
）
に
あ
り
、
宗
族
制
度
全
般
に
わ
た
っ
て
わ
か
り
や
す
　
く
解
説
し
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
（
4
）
　
霞
会
館
諸
家
資
料
調
査
委
員
会
が
編
輯
し
た
旧
華
族
各
家
の
　
系
図
集
で
あ
る
『
昭
和
新
修
　
華
族
家
系
大
成
』
上
下
巻
の
別
巻
　
（
索
引
も
兼
ね
て
い
る
）
と
し
て
、
華
族
制
度
を
理
解
す
る
上
で
　
必
要
な
法
令
類
等
を
集
め
た
も
の
で
、
主
に
大
久
保
利
謙
氏
の
編
　
集
に
か
か
る
。
史
料
解
説
も
大
久
保
利
謙
氏
が
執
筆
し
て
い
る
。
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史
料
は
「
第
四
編
　
部
長
局
及
び
宗
族
制
関
係
」
（
＝
三
二
～
一
　
八
四
頁
）
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
宗
族
条
約
を
は
じ
め
、
各
宗
族
　
の
う
ち
村
上
源
氏
・
宇
多
源
氏
の
宗
族
条
約
、
華
族
宗
族
長
管
長
　
幹
事
職
務
条
例
・
華
族
類
別
録
な
ど
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
こ
で
　
各
宗
族
の
個
別
宗
族
条
約
を
初
め
て
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
大
久
　
保
氏
に
よ
る
解
説
は
、
三
九
四
～
四
〇
三
頁
に
わ
た
り
、
宗
族
制
　
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
5
）
　
大
久
保
氏
の
華
族
に
関
す
る
研
究
の
集
大
成
で
、
宗
族
制
に
　
つ
い
て
は
前
掲
霞
会
館
刊
行
物
掲
載
の
論
考
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
記
述
は
「
二
解
体
」
の
「
囚
　
宗
族
制
と
頁
）
に
あ
る
。
（
6
）
（
7
）
（
8
）
（
9
）
（
1
0
）
（
1
1
）
華
族
（
公
卿
・
諸
侯
）
の
結
集
と
『
宗
族
条
約
』
」
（
二
五
七
～
二
七
四
『
華
族
制
度
資
料
集
』
一
六
二
～
一
六
四
頁
所
収
。
『
華
族
会
館
史
』
五
五
九
～
六
一
二
頁
。
『
華
族
制
度
資
料
集
』
一
四
四
～
一
五
三
頁
。
文
書
番
号
二
九
九
。
文
書
番
号
三
一
二
。
文
書
番
号
三
五
六
。
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